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３-２-４ 第４回医療と介護の連携推進勉強会【第２段階】 

第４回勉強会の内容は以下の通りである。 

▼開催概要 

テーマ ：認知症の対応力を向上する ～チームで支えるこれからの認知症ケア 

開催日時 ：平成31年 3月 15日（金） 19:30～21:30 

開催場所 ：多摩平の森産業連携センター「PlanT」イベントスペース 

出席者 

【出席者】 

：関連8団体（9頁参照）と行政機関（事務局を除く）に所属する参加者計39名 

：その他聴講者6名 

【事務局】 

：6名（講師（多摩平の森の病院SW、認定看護師）、グループワーク参加者を含む） 

プログラム 

【開会】：冒頭に日野市在宅療養支援課から開会の挨拶を実施／講師である多摩平の森の病

院（地域連携型認知症疾患医療センター）SW及び認知症認定看護師より自己紹介を実施 

【検討①「処置やケアを拒否された」こんな時どうする？】ミニワーク 

：自己紹介を兼ねて、順番に「処置やケアを拒否された」経験と対応の手札を発表 

：その後、認知症に関する基本的な知識や拒否の発生要因、対応のヒント等を講師から解説 

  

【検討②症状が進んで暴言・暴力が出た方の対応を考える】症例検討 

：家で暴れるＡさんの症例（別紙参照）を題材に、Ａさんやご家族の生活をどうサポートで

きるかを考える 

  

【まとめ】：テーブル毎にAさんとその家族にどのような対応をするか話し合った結果を発

表し全体で共有した後に、実際の対応や認知症対応の留意点等について詳しい解説を実施 
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４４  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの実実施施支支援援  

４４--１１  普普及及啓啓発発のの実実施施状状況況  

前年度より、「ひの在宅医療・介護サービスフェア」と題して、国が示す在宅医療・介護連携推進

事業の8つの事業項目の1つに該当する地域住民への普及啓発を図っている。 

２回目となる今回は、「在宅療養の基本について話を聞く前半」と「展示・体験・相談コーナーを

回り関心を深める後半」の２部構成で、市民が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期ま

で続けることができると感じられることを目標に、在宅医療・介護サービスについて段階的な情報

提供を図ることとした。また、具体の相談事がないような方にも各コーナーをまわって展示内容を

見ていただけるように、スタンプラリーも実施している。 

当日は、講演・パネルディスカッション（前半）用に事前に並べていた座席が足りなくなる大盛

況で、その後も各職種のブース（後半）には相談等で訪れる人が途切れることがなかった。 

▼今回のイベントの狙い 

 

▼イベントの開催概要（チラシ） 

 

   

そもそもの不安を解消する
講演

少し突っ込んだ疑問に答える
ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・質疑応答

具体的かつ個人的な内容を
相談する個別ブース

①“在宅療養ができるかも”
と思ってもらう

②在宅生活を具体的に検討
するための材料を与える

③生活環境・病状等を踏ま
えた疑問に答える
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４４--２２  イイベベンントトのの開開催催結結果果  

４-２-１ 具体的な実施内容 

イベントの内容は以下の通りである。 

▼開催概要 １／２ 

タイトル ：第２回 ひの在宅医療・介護サービスフェア 

開催日時 ：平成31年 2月 24日（日） 13:00～16:00 

開催場所 ：イオンモール多摩平の森３階 イオンホール 

来訪者 ：156人（関係者を除く） 

プログラム 

【前半：在宅療養の基本を知ろう（～14時 30分）】 

：市内で活躍する在宅医（検討部会委員）を講師に“在宅療養”に関する制度や心

構え等の基本的な情報を紹介する講演を実施 

：その後、「検討部会」委員がパネリストとなって、「脳梗塞で入院～在宅復帰へ」

という例を題材に、在宅における各職種のサポート内容の紹介やよくある疑問へ

の回答、会場からの質問に対する回答をパネルディスカッション形式で実施 

  

【後半：在宅療養について理解を深めよう！自分や家族の疑問を解消しよう！（14時30分～）】 

：在宅での療養生活を支える職種がそれぞれの仕事内容の紹介するパネルの展示や個別の相

談を受け付けるブースを設置 

：その他、在宅療養に欠かせない介護用品の展示や体験、管理栄養士による介護食の紹介や

栄養相談を行うコーナーも設置 

   
全体風景 展示・相談の様子 福祉用具を体験する様子 

【スタンプラリー】 

：該当する職種のブースを回ってスタンプを押してもらうことで、いざという時の医療、介

護の相談先や急な大病をした際の在宅復帰の流れを知ることができるスタンプラリー 

：景品として協力企業から提供を受けた栄養補助食を用意 

 

 スタンプラリーの様子 
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▼開催概要 ２／２ 

会場構成 
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４-２-２ 市民の声 

イベント来場者には、イベントの感想や今後の要望等を尋ねるアンケートを配付し、会場出口で

回収することとした。 

全156人の来場者のうち50人から回収したアンケート結果の概要は以下に示す通りである。 

▼問１ 回答者の傾向 

 回答者の年齢は、70代が最も多く、続く80代以上とあわせて6割強を占める。50～60代も

3割強を占めるが、40代以下は1割で前年度よりやや少なくなっている。 

 回答者の性別は、女性が全体の7割強を占める（70代以上の女性が回答者の約半数）。 

 既に在宅医療・介護サービスを利用しているのは9人で回答者の2割弱となっており、これか

ら利用することになる人、あるいは利用を検討している人が多くなっている。 
 

（１）年齢 

 

（２）性別 

 

 

 

（3）在宅医療・介護サービスの利用状況 

■回答者数（N=9：在宅医療及び介護サービスについて「利用していない」を選んだ方を除外して集計） 

 

  

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

～20代 1 2.0% 3.2%
30～40代 4 8.0% 20.6%
50～60代 14 28.0% 17.5%
70代 19 38.0% 30.2%
80代～ 12 24.0% 22.2%
無回答 0 0.0% 6.3%

合計 50 100% 100%

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

男性 12 24.0% 27.0%
女性 37 74.0% 71.4%
無回答 1 2.0% 1.6%

合計 50 100% 100%

選択肢 在宅医療 介護サービス 合計※

本人が利用している 1 3 3
同居する家族が利用している 1 3 4
離れて暮らす家族が利用している 1 2 2

合計 3 8 9
※在宅医療と介護サービスの両方を利用している回答者2名を含む

～20代
2.0% 30～40代

8.0%

50～60代

28.0%
70代
38.0%

80代～
24.0%

男性

24.0%

女性

74.0%

無回答

2.0%
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▼問２ イベントの評価 １／２（イベントの感想等） 

 イベントに参加した理由は、「在宅医療に関心があるから（利用したい・もっと詳しく知りた

い）」「介護サービスに関心があるから（利用したい・もっと詳しく知りたい）」「自分や家族

の将来に漠然とした不安があるから」が多くなっている。前年度と比較すると、具体的に在

宅医療や介護サービスに対する関心が高い傾向が見られる。 

 無回答だった1名を除くと、全ての人がイベントに参加して「とても良かった」「良かった」

と応えている。 

 来て良かったと思うプログラムは、「講演」（7割強）、「パネルディスカッション」（5割強）

が特に多くなっている。 
 

（１）イベントに参加した理由（複数回答） 

 

（2）イベントに参加した感想 

 

（3）来て良かったと思うプログラム（複数回答） 

 

  

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

在宅医療に関心があるから 42 84.0% 41.3%
介護サービスに関心があるから 31 62.0% 36.5%

福祉用具などに関心があるから 19 38.0% 17.5%
自分や家族の将来に漠然とした不安があるから 26 52.0% 42.9%
在宅医療・介護サービスに関わる仕事をしているから 6 12.0% 15.9%
その他 3 6.0% 14.3%
無回答 2 4.0% 7.9%

合計 50 100% 100%

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

とても良かった 24 48.0% 49.2%
良かった 25 50.0% 33.3%
どちらともいえない 0 0.0% 4.8%
良くなかった 0 0.0% 0.0%
とても良くなかった 0 0.0% 1.6%
無回答 1 2.0% 11.1%

合計 50 100% 100%

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

講演 36 72.0% -
パネルディスカッション 27 54.0% -
各職種のパネル展示 4 8.0% -
専門家に話ができる相談ブース 10 20.0% -
福祉用具（ベッド等）の展示・体験 9 18.0% -
スタンプラリー 5 10.0% -
無回答 7 14.0% -

合計 50 100% -

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても良

かった

48.0%
良かった

50.0%

無回答

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

演

ン

ス

…

ー

答
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▼問２ イベントの評価 ２／２（今後のヒント） 

 今年度のイベントの１つの目標であった「最期まで在宅で暮らし続けることができると思っ

たか」を確認する質問に、半数の人が「できると思う」と回答している。 

 もっと詳しく知りたいこととしてあげられているのは、「認知症」「元気なうちから準備でき

ること」「家族等の支援が（どの程度）必要か」がトップ３となっている。前年度に関心の高

かった「費用負担」の割合が約20ポイント低下しているのは、講演やパネルディスカッショ

ンの中で一定の情報提供ができたためと思われる。 

 その他、新たに追加した「認知症」への関心がとても高いことが明らかになったが、それ以

外の項目については概ね前年度と同様の傾向となっている（上記の「費用負担」を除く）。 

 イベントを何で知ったかという質問には、「市の広報」（5割）、「チラシ・ポスター」（4割弱）

が特に多くなっている。 
 

（4）イベントを通して最期まで在宅で暮らし続けることができると思ったか 

 

 

（5）在宅医療・介護サービスについてもっと詳しく知りたいこと（複数回答） 

 

（6）本日のイベントを何で知ったか 

 

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

できると思う 25 50.0% 33.3%
暮らし続けたいが難しいと思う 19 38.0% 46.0%
在宅が良いとは思わない 2 4.0% 1.6%
無回答 4 8.0% 19.0%

合計 50 100% 100%

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

認知症になっても支えてもらえるのか 20 40.0% -
元気なうちから準備できることは何か 20 40.0% 47.6%
家族等の支援が（どの程度）必要か 19 38.0% 36.5%
在宅のメリット・デメリットは何か 15 30.0% 30.2%
費用負担がどのくらい発生するのか 14 28.0% 47.6%
どんな事業所を選べば良いのか 13 26.0% -
持病に在宅医療が対応出来るのか 10 20.0% 12.7%
相談やお願いをどこにすれば良いか 8 16.0% 23.8%
その他 6 12.0% 3.2%
無回答 8 16.0% 19.0%

合計 50 100% 100%

■回答者数（N=50）
選択肢 回答数 ％ 前年度

市の広報 25 50.0% 31.7%
チラシ・ポスター 18 36.0% 15.9%
家族や知人の紹介 6 12.0% 7.9%
医療・介護関係者の紹介 5 10.0% 14.3%
市のホームページ 4 8.0% 14.3%
イオン内の掲示 2 4.0% 14.3%
偶然通りかかった 0 0.0% 3.2%
その他 3 6.0% 0.0%
無回答 1 2.0% 4.8%

合計 50 100% 100%

できると思う

50.0%暮らし続けたい

が難しいと思う

38.0%

在宅が良いと

は思わない

4.0%

無回答

8.0%

40.0%

40.0%

38.0%

30.0%

28.0%

26.0%

20.0%

16.0%

12.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

50.0%

36.0%

12.0%

10.0%

8.0%

4.0%

0.0%

6.0%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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５５  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組みみ等等のの情情報報提提供供  

５５--１１  情情報報提提供供のの実実施施状状況況  

平成30年度は、地域住民への普及啓発の実施内容を改善するにあたり市民に対してどのような情

報提供を行うべきかを検討する材料を収集し情報提供を行った。 

具体的には、以下に示すような市町村が作成・発行する在宅療養ハンドブック・ガイドブック等

を収集し、特に参考となるものについて検討部会に対して情報提供を行っている。 

次項以降に各資料の概要を示す。 

▼収集した資料 

調査項目 事例名称 

在宅療養ハンドブック・

ガイドブック 

①葛飾区 

「在宅療養ガイドブック」 

②高砂市・高砂市医師会 高砂市在宅療養ガイドブック 

「私たちのまち高砂で暮らし続けるために」 

③養老町地域ケア多職種連携委員会 

「在宅医療ガイドブック」 

④豊田市 豊田市在宅療養ガイドブック 

「我が家で安心「在宅療養」」 

⑤江東区 江東区在宅療養ガイドブック 

「住み慣れた地域で安心してすごすために」 

その他 
○書籍 

「上野千鶴子が聞く 小笠原先生、ひとりで家で死ねますか？」 
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５５--２２  情情報報提提供供のの具具体体的的なな内内容容  

５-２-１ 在宅療養ハンドブック・ガイドブックの内容 

前年度に収集した資料とあわせて各ハンドブック・ガイドブックに記載された内容を分析すると、

概ね「全体像の紹介」「在宅療養が必要な状況の紹介」「在宅療養に関わる職種の紹介」「在宅療養に

関するよくある質問や相談先の紹介」といった内容が共通していることが明らかとなった。 

前年度の市民啓発イベントでは各職種に関する細かい説明が中心となり全体像をうまく提示でき

なかったこと、また具体の質問から説明を始める場合でも全体像が掴みづらいことを考慮して、各

項目が分かりやすく並べられた事例（下表で総合型と整理した事例）の中で特に分かりやすい豊田

市、江東区の事例を検討部会に情報提供を行った。 

 

 

▼収集した資料の分類 

在宅療養ハンドブック・ガイドブックの例 

A）職種紹介中心タイプ 

①葛飾区 「在宅療養ガイドブック」 

○東京都 都民向け普及啓発冊子 「住み慣れた街でいつまでも チームで支えるあなたの暮らし」 

○東京都 都民向け普及啓発冊子 「住み慣れた街でいつまでも フレイル予防で健康長寿」 

○国立市 「くにたち在宅療養ハンドブック」 

B）Ｑ＆Ａ中心タイプ 

①高砂市・高砂市医師会 高砂市在宅療養ガイドブック「私たちのまち高砂で暮らし続けるために」 

②養老町地域ケア多職種連携委員会 「在宅医療ガイドブック」 

C）状況中心タイプ 

○横須賀市 在宅療養ガイドブック 「最期までおうちで暮らそう」 

○横須賀市 在宅療養ガイドブック vol.2 「ときどき入院・入所ほぼ在宅」 

D）総合タイプ（状況～職種紹介を中心に補足的にQ&Aを記載するもの） 

④豊田市 豊田市在宅療養ガイドブック「我が家で安心「在宅療養」」 

⑤江東区 江東区在宅療養ガイドブック「住み慣れた地域で安心してすごすために」 

○練馬区 在宅療養ガイドブック 「わが家で生きる」 

○墨田区 在宅療養ハンドブック 「ずっとわが家で暮らせる安心のネットワーク」 

○町田市 在宅療養ガイドブック 「住み慣れたわが家で自分らしく生きたい」 

※番号を記載していないものは前年度に収集した資料 
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▼豊田市の事例に関する情報提供：イベント全体の構成に関連して 

豊田市 豊田市在宅療養ガイドブック「我が家で安心「在宅療養」」：もくじを抜粋 

 

 

▼江東区の事例に関する情報提供：当日配布資料に関連して 

江東区 江東区在宅療養ガイドブック「住み慣れた地域で安心してすごすために」 

：職種の紹介箇所を抜粋 
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５-２-２ その他の内容 

「ひとりで家で死ねます？」というタイトルのもと、一般の市民が知りたいと思われる内容につ

いて経験豊かな在宅医が丁寧に回答する内容となっている書籍である。講演及びパネルディスカッ

ションで市民に伝えるべき内容の参考として情報提供を行った。 

▼書籍概要 

上野千鶴子・小笠原文雄（2013（単行本）、2018（文庫）） 

『上野千鶴子が聞く 小笠原先生、ひとりで家で死ねますか？』朝日新聞出版 
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６６  次次年年度度のの取取組組方方針針のの検検討討  

６６--１１  検検討討部部会会のの開開催催  

「検討部会」については、医療と介護の連携を進めるための具体的な方策を検討する作戦本部と

して、また職種・協議会間の情報交換の場として今後も継続的に開催することとする。 

平成31年度については、勉強会や市民啓発イベントをはじめ在宅医療・介護連携推進事業に示さ

れた8つの取組が一定程度定着したことを踏まえて、日野市の医療と介護の連携の第２ステージの最

初の一歩と捉えて、以下のような新しいテーマを中心に検討を行うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６--２２  多多職職種種協協働働にによよるる連連携携推推進進勉勉強強会会・・研研修修会会のの開開催催  

「連携推進勉強会」については、参加者からの評価が高いことから今後も継続して開催すること

とする。 

ただし、第１段階勉強会については、これまでに多くの参加者を集め「顔の見える関係」が一定

程度できてきていることから回数を年2回から年1回に減らすこととし、代わりにより実践的な取組

として、第２段階勉強会の拡充や「多職種連携のためのエチケット集」の作成を行うこととする。 

また、勉強会の参加者の拡大についても検討を行うこととする。 

 

 

 

 

 

  

＜検討部会全体の進め方（案）＞ 

○ 年 4回開催する（予定） 

○ 全 4回の中で以下の内容を中心に検討を行うこととする 

－多職種連携を一層進めるための新たな勉強会・研修会のプログラムの開発 

－多職種連携のためのエチケット集の作成（詳細は6-2参照） 

－市民啓発リーフレットの作成（詳細は6-3参照） 

＜勉強会・研修会の進め方（案）＞ 

○ 年 4回開催する（予定） 

○ 全 4回の内訳は、第1段階の勉強会1回と第2段階の勉強会3回を想定する 

○ 第１段階勉強会は今年度に実施した内容を踏襲する 

○ 第２段階勉強会は、既存の症例検討の他に、例えば以下のような新しいコンテンツの

開発を検討する 

－例えば、特定の疾患等をテーマにした講義や実演（症例検討以外のアプローチ） 

－例えば、特定の職種等をテーマにした講義やＧＷ（職種に光を当てる） 

－例えば、連携の課題や必要な対応・仕組みを話し合う（システムの改善） 

－コンテンツの開発にあたっては、日野市としてなぜどこの連携を強化していくの

か、圏域別勉強会や部会独自の取組とどのように役割分担するのかを意識する 
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６６--３３  地地域域住住民民へへのの普普及及啓啓発発のの実実施施  

過去2年間、「ひの在宅医療・介護サービスフェア」と題してイベント形式で啓発を進めてきたが、

平成31年度はより多くの地域住民にこの内容を届けるため、イベントの成果等をまとめた「リーフ

レット」を作成することとする。 

「ひの在宅医療・介護サービスフェア」については、「検討部会」の中で継続開催の是非を判断す

ることとする。 

 

 

６６--４４  国国、、東東京京都都・・他他自自治治体体のの取取組組等等のの調調査査  

「国、東京都・他自治体の取組等の調査」については、検討部会の検討内容にあわせて、以下の

内容を中心に収集・情報提供を行うこととする。 

 多職種連携のエチケット集関連：他所で作成している連携マニュアル等の事例や資料を調査

する 

 第２段階勉強会関連：新しいコンテンツや新しい開催方式の参考として、他所で実施してい

る勉強会・研修会の事例を調査する 

 

「市民啓発リーフレット」については、過去2年間に調査を行っていることから、必要に応じて既

存の資料の中から情報提供を行うこととする。 


